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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は次の4つからなる。
１．「子どもの貧困への総合的アプローチ」を明らかにし、親の貧困から貧困が子どもに及ぼす悪影響までの経
路とステージを明らかにした。２．子ども自身に対して福祉や教育がどのような対応が可能であるかを深く追求
し、「自己肯定感」や「レジリエンス」を育むような働きかけが重要であることを明らかにした。３．アンケー
ト調査「京都子ども調査」の分析を通して、子どもの自己肯定感には親や家族、学校の先生、友人などの、人と
の関係が大きな影響を及ぼすことを明らかにした。４．妊娠・出産期に始まり、保育、教育、児童養護の各場面
での「子どもへの対応」の具体的方法を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The main outcomes of this research are as follows.
1.The systematic and wholistic approach to child poverty are clarified, which makes it possible to 
manipulate the effective policies againt child poverty. 2.To nourish the child's self-esteem and 
resilience is necessary at schools and welfare facilities. 3.Social network for children is crucial 
to grow the self-esteem of children. 4.Concrete know-how to deal with child poverty in the schools 
and welfare facilities are clarified.

研究分野：社会福祉学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
今回の科学研究費のプロジェクト「自己肯

定感に注目した子どもの『貧困に抗う力』育

成のためのサポートシステムの構築」（代表

者・埋橋孝文，2015～2017 年度）を，前回

の「貧困に対する子どものコンピテンシーを

はぐくむ福祉・教育プログラム開発」（2011

年度～2013 年度）と区別して，私たちはそ

れを科研シーズン 2と呼んでいる． 

科研シーズン 1からシーズン 2に持ち越さ

れた検討課題がいくつかある． 

第 1は，シーズン 1では自己肯定感が「貧

困／不利／困難に負けない力」の基礎にある

ものとして捉えたが，それは実証的に支持さ

れるのか，あるいは，自己肯定感の大小を決

めるのは何か，自己肯定感を高めるにはどの

ようにすればいいのか，という問題である． 

第 2は，シーズン 1が「貧困／不利／困難

に負けない力」という概念を策定し，それを

レジリエンスの一つとしてとらえたことに

関連する．「貧困／不利／困難に負けない力」

を教育的および福祉的働きかけの対象と目

的と設定する場合でも，各種リスクに負けな

い「力」を事前的に育成することとリスクに

遭遇したことによる負の影響から事後的に

回復する「力」を培うことの 2つを区別すべ

きではないか，という問題が存在する．そし

て区別をしつつ，それぞれの「力」を具体的

にどのようにして育んでいくべきかを明ら

かにする必要がある．併せて，「親の貧困」

と「子どもの貧困」との関係を明確にすると

いう課題もある． 
 
２． 研究の目的 
 私たちの科研シーズン１が「子どもの貧困

を考える」ことを目的としたのに対し，科研

シーズン 2は「子どもの貧困問題の解決策を

探る」ことを主たる目的としている．シーズ

ン1と異なって予算規模が小さいこともあり，

この目的を達成するために，あまり問題が広

がり拡散しないようにいくつかのリサー

チ・クエスチョンを設定し，それに答えてい

く形で解決策を探っている． 

RQ1 子どもの貧困はどのように表れ（現象

し）、どのような問題や困難をもたらしてい

るか。 

RQ2 （福祉や教育は）子どもの貧困にどの

ように対応してきたか、対応してこなかった

か（つまりこれまで）。 

RQ3 現在どのような取り組みがあり、その

効果は如何、どういう方向、改善が望まれて

いるか。 

RQ4 子どもの自己肯定感あるいはレジリエ

ンスを高めるためにどういう働きを行って

いるか（行っていないか）、今後どういう対

応をすべきか。 

 

３． 研究の方法 
今回の科研シーズン2の研究方法とその特

徴は、第１に，アンケート調査によって子ど

もの自己肯定感やレジリエンスに影響する

要因を多変量解析の手法で明らかにしたこ

とである． 

戦後から 1960 年頃までは貧困は福祉や教

育にとっての大きな課題であったが，その後，

貧困の問題は後景に退いた．今，子どもの貧

困が大きな注目を集めても福祉や教育の現

場でどのように対応すべきかをめぐって，あ

まり多くの知見の蓄積はみられないのが現

状である．ただし，そうはいっても日々の実

践の中で積み重ねられた貴重な知見がある

はずである．インタビューを通して，そうし

た「埋もれた，このままでは忘れ去られかね

ない，貴重な実践事例」を掘り起こしたこと

が第 2の特徴である。 

とりわけ，子ども時代を振り返る回顧的イ

ンタビュー調査で，教師や福祉関係者から掛

けられた言葉（「貧困はお前たちの責任では

ない，恥ずかしく思うことなんかない」など）

が子どものその後の生活に大きな影響を及

ぼしていることがわかった。そうした教師や



福祉関係者の「働きかけの言葉」を掘り起こ

していったことが、それが本研究の「エビデ

ンス」になった． 
 
４．研究成果 

 私たちは「親の貧困」と「子どもの貧困」

を区別しているが，そのことは両者が無関係

であることを意味するものではない．むしろ

逆で，いったん両者を区別してこそ，2 つの

貧困の密接な関係に迫り得るのである．科研

シーズン 1 とシーズン 2 を区別するものは，

シーズン1では明確ではなかった親の貧困と

子どもの貧困の関係を明確にしたことであ

る． 

図１は親の貧困から子どもの貧困へと至

る 3つの経路（⇒で示される）および「親の

貧困」，「子どもの貧困」，「子ども自身（への

影響）」という 3 つの段階（ステージ）から

構成されている．この図そのものは今後のあ

るべき政策や対応をそれ自身示すものでは

なく，あくまでも，複雑に絡み合った複雑な

事象をいくつかの＜プロセス＞に分けるこ

とで解きほぐし，理解を容易にする狙いをも

つ．その上で，一連の流れのなかの各ステー

ジと各経路において必要でかつ実施可能な

政策的対応を明示している． 

 

図１ 子どもの貧困の経路・ステージと対応

する施策 

 

図１の一つの大きな効用は，子どもの貧困

への政策的対応の整理が可能になることで

ある．それぞれの経路とステージごとに実施

される施策を分類し，また，それらが予防・

事前ケアかどうか，それとも事後ケアかどう

かによって，あるいは金銭的支援かどうか，

サービスによる支援かどうかによって分類

することができる． 

図１によって「子どもの貧困に対する総合

的なアプローチ」がどのようなものかが浮き

彫りになった．つまり，総合的アプローチと

は，図の中の①から⑥をすべて視野に入れる

ものである．その中には，親を直接的な働き

かけの対象とするものもあれば子どもへの

働きかけを中心とするものもある．また，予

防的な施策もあれば事後的な「治療的」な施

策もある．さらに，現金給付やサービス給付

の両方を含み，しかも，最低賃金制度などの

＜規制＞や，母子生活支援施設や児童養護施

設などのサービスを提供する＜施設でのイ

ンケアとアフターケア＞をも含む．つまり，

「子どもの貧困」に対する総合的なアプロー

チとは，以下の Aから Dまでの性格の異なる

施策を視野に入れた，文字通り，包括的なも

のである． 
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